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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月17日(2013.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　一般に、ここで開示される発明は、寸法安定性不織布繊維ウェブ、並びに、このような
ウェブの製造及び使用方法に関する。一態様では、本開示は、１つ以上の熱可塑性脂肪族
ポリエステルと、ウェブの重量の０重量％超で、１０重量％以下の量の熱可塑性抗収縮性
添加剤と、を含む複数の連続繊維を含むウェブに関連し、この繊維は、分子配向を呈し、
ウェブ全体で実質的にエンドレスに延在し、更に、ウェブは、繊維のガラス転移温度を超
えるが繊維の融点よりは低い温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する少なく、ウ
ェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する。一部の代表的な実施形態では、繊維の分
子配向は、少なくとも０．０１の複屈折値をもたらす。ほとんどの実施形態では、この繊
維はマイクロファイバーであり、特に微細繊維である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書



(2) JP 2013-515175 A5 2014.2.13

【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　別の態様では、本開示は、脂肪族ポリエステルから選択される１つ以上の熱可塑性ポリ
エステルと、ウェブの重量０重量％超で、１０重量％以下の量の熱可塑性抗収縮性添加剤
とを、含む、複数の繊維を含むウェブに関連し、この繊維は分子配向を呈さず、更に、ウ
ェブが、繊維のガラス転移温度を超えるが繊維の融点よりは低い温度まで加熱されたとき
に１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する。特定の代表
的な実施形態では、この熱可塑性ポリエステルは、１つ以上のポリ（乳酸）、ポリ（グリ
コール酸）、ポリ（乳酸－コ－グリコール酸）、ポリブチレンサクシネート、ポリヒドロ
キシブチレート、ポリヒドロキシバレレート、これらの配合物、及びこれらのコポリマー
からなる群から選択される少なくとも１つの脂肪族ポリエステルを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　特定の代表的な実施形態では、この脂肪族ポリエステルは半結晶質である。特定の実施
形態では、熱可塑性抗収縮性添加剤は、ポリエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ポリオキシメチレン、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリ（メチルペンテン）、
ポリ（エチレン－クロロトリフルオロエチレン）、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ（エチレ
ンオキシド）、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレフタレート）、ポ
リカプロラクトンなどの半結晶質脂肪族ポリエステル、ナイロン６及びナイロン６６など
の脂肪族ポリアミド並びにサーモトロピック液晶ポリマーからなる群から選択される少な
くとも１つの熱可塑性半結晶質ポリマーを含む。特に好ましい熱可塑性抗収縮性ポリマー
としては、ポリプロピレン、ナイロン６、ナイロン６６、ポリカプロラクトン及びポリエ
チレンオキシドが挙げられる。ほとんどの実施形態では、この繊維はマイクロファイバー
であり、特に微細繊維である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　一部の代表的な実施形態では、このウェブは、熱可塑性ポリエステル及び抗収縮性熱可
塑性高分子添加剤の溶融混合物から形成された、寸法安定性不織布繊維ウェブである。更
なる代表的な実施形態では、この寸法安定性不織布繊維ウェブは、スパンボンドウェブ、
吹込マイクロファイバーウェブ、水流交絡ウェブ（スパンレースされたウェブ）又はこれ
らの組み合わせからなる群から選択される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　更なる態様では、本開示は、脂肪族ポリエステルから選択される１つ以上の熱可塑性ポ
リエステルと、混合物の重量に対して０重量％超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加
剤との混合物を形成する工程と、この混合物から複数の繊維を形成する工程と、この繊維
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の少なくとも一部を回収してウェブを形成する工程と、を含む、寸法安定性不織布繊維ウ
ェブの製造方法に関連し、この繊維は分子配向を呈し、ウェブ全体で実質的にエンドレス
に延在し、更に、ウェブが、繊維のガラス転移温度を超えるが繊維の融点よりも低い温度
まで加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を
有する。一部の実施形態では、この繊維は、溶融紡糸、フィラメント押出成形、電界紡糸
、ガスジェット繊維形成、又はこれらの組み合わせを使用して形成され得る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　更なる別の態様では、本開示は、１つ以上の熱可塑性脂肪族ポリエステルと、混合物の
重量に対して０重量％超、１０重量％以下の量の抗収縮性脂肪族添加剤との混合物を形成
する工程と、この混合物から複数の繊維を形成する工程と、この繊維の少なくとも一部を
回収してウェブを形成する工程と、を含む、寸法安定性不織布繊維ウェブの製造方法に関
連し、この繊維は分子配向を呈さず、更に、ウェブが、繊維のガラス転移温度を超えるが
繊維の融点よりは低い温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内
の少なくとも１つの寸法を有する。一部の代表的な実施形態では、繊維はメルトブロー（
例えばＢＭＦ）プロセスを使用して形成され得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本開示は全般に寸法安定性不織布繊維ウェブ又は布地に関する。このウェブには、押し
出し成形可能であるように好ましい融解プロセスが可能なコポリマー混合物から形成され
た複数の繊維が含まれる。寸法安定性不織布繊維ウェブは、押し出しの前又は押し出しの
最中に、脂肪族ポリエステルを、ウェブの重量に対して０重量％超、１０重量％以下の量
の抗収縮性添加剤と混合することによって調製され得る。結果として得られるウェブは、
ウェブが繊維のガラス転移温度を超える温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する
、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する。特定の実施形態では、繊維は分子配
向を呈し得る。抗収縮性添加剤は、好ましくは熱可塑性ポリマーである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　理論に束縛されるものではないが、抗収縮性添加剤はフィラメントのコア全体にわたっ
て無作為に分布した分散を形成すると考えられる。分散寸法がフィラメント全体にわたっ
て様々であり得ることが認識されている。例えば、分散相粒子の寸法は繊維の外面ではよ
り小さくてもよく、ここで、剪断速度は、押出中はより高く、繊維のコア付近ではより低
い。抗収縮性添加剤は、ポリエステル連続相内に分散を形成することにより、収縮を防止
又は低減し得る。分散した抗収縮性添加剤は、球、楕円、桿状体、円柱及び多くの他の形
状などの様々な分離形状を取り得る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　一部の場合では、抗収縮性添加剤は、選択的に混和性の添加剤として作用すると考えら
れる。理論に束縛されるものではないが、低重量パーセントの脂肪族ポリエステル及び高
押出成形温度において、抗収縮性添加剤は、脂肪族エステルと混合し、物理的に鎖状運動
を抑止し、これにより冷結晶化を抑制し、巨視的収縮が観察されないと考えられる。抗収
縮性添加剤が脂肪族ポリエステルの結晶化を促進することも可能である。例えば、好まし
い熱可塑性抗収縮性添加剤は、少なくとも半結晶質であり、液体であり、押出成形温度で
流体として分散する。これらの分散した粒子は、ポリ乳酸（ＰＬＡ）などの半結晶質脂肪
族ポリエステルの結晶化を誘導し得る。例えば、ほとんどの実施形態では、抗収縮性添加
剤の重量パーセントが１０重量パーセントを超えて有意に増加した場合、熱可塑性抗収縮
性添加剤と脂肪族ポリエステルの相は大きな相領域に分離し、一方で、脂肪族ポリエステ
ルの再配置は影響されない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　「抗収縮性(antishrinkage)」添加剤という用語は、熱可塑性高分子添加剤を指し、脂
肪族ポリエステルの１０重量％以下で脂肪族ポリエステルに添加すると、不織布ウェブを
形成し、その結果、ウェブが繊維のガラス転移温度を超えるが繊維の融点よりは低い温度
まで加熱されたときに、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法の減少が１２％以下であ
るウェブを生じる。好ましい抗収縮性添加剤は、２３～２５℃に冷却されたときに脂肪族
ポリエステル中に分離粒子の分散した相を形成する。最も好ましい抗収縮性添加剤は、示
差走査熱量測定法により測定されるような半結晶質ポリマーである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　Ａ．寸法安定性不織布繊維ウェブ
　一部の実施形態では、寸法安定性不織布ウェブは、熱可塑性脂肪族ポリエステルと抗収
縮性添加剤の溶融混合物から形成され得る。特定の実施形態では、寸法安定性不織布ウェ
ブは、スパンボンドウェブ、ブローンマイクロファイバーウェブ、水流絡合ウェブ又はこ
れらの組み合わせ、並びに、これらのウェブの事後処理形態、並びに、発泡体、フィルム
、接着剤及びこれらに類するものとの組み合わせ及び積層体であり得る。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　１．分子配向された繊維
　特定の実施形態では、寸法安定性不織布繊維ウェブは、繊維形成材料のフィラメントが
、１つ以上の熱可塑性脂肪族ポリエステルと、混合物の重量に対して０重量％超で、１０
重量％以下の量の抗収縮性脂肪族添加剤との混合物を押し出すことによって形成され、こ
れに配向力をかけた後、押し出されたフィラメントの少なくとも一部が柔らかい状態にな
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っている間にガス流の乱流領域を通過し、この乱流領域にある間に凝固点（例えばフィラ
メントの繊維形成材料が固化する温度）に達するような、繊維形成プロセスによって調製
され得る。そのような繊維形成プロセスとしては、例えば、溶融紡糸（すなわちスパンボ
ンド）、フィラメント押出成形、電界紡糸、ガスジェット繊維形成、又はこれらの組み合
わせが挙げられる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　２．分子配向されていない繊維
　別の実施形態では、寸法安定性不織布繊維ウェブは、実質的に分子配向されていない繊
維形成材料のフィラメントが、押出成形前又は押出成形中に、混合物の重量に対して０％
重量を超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加剤との、１つ以上の熱可塑性ポリエステ
ル脂肪族ポリエステルの混合物から形成されるような、繊維形成プロセスにより調製され
得る。好ましくは、抗収縮性添加剤は、脂肪族ポリエーテルの少なくとも０．５重量％の
濃度、より好ましくは少なくとも１重量％の濃度で存在する。結果として得られるウェブ
は、ウェブが繊維のガラス転移温度を超える温度まで加熱されたときに１２％以下で減少
する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する。一部の代表的な実施形態では、
繊維はメルトブロー（例えばＢＭＦ）プロセスを使用して形成され得る。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　Ｂ．寸法安定性不織布繊維ウェブ構成要素
　本開示による代表的な寸法安定性不織布繊維ウェブの様々な構成要素についてこれより
説明する。一部の代表的な実施形態では、寸法安定性不織布繊維ウェブは１つ以上の熱可
塑性脂肪族ポリエステルと、ウェブの重量に対して０重量％超、１０重量％以下の量の抗
収縮性添加剤と、を含む複数の連続繊維を含み得、この繊維は分子配向を呈し、ウェブ全
体で実質的にエンドレスに延在し、更に、ウェブが、繊維のガラス転移温度を超える温度
まで加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を
有する。そのような寸法安定性不織布繊維ウェブは、特定の代表的な実施形態では、スパ
ンボンド又は溶融紡糸プロセスを使用して製造され得る。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　他の代表的な実施形態では、寸法安定性不織布繊維ウェブは１つ以上の熱可塑性脂肪族
ポリエステルと、ウェブの重量に対して０．５重量％超で、１０重量％以下の量の抗収縮
性添加剤と、を含む複数の連続繊維を含み得、この繊維は分子配向を呈さず、更に、ウェ
ブが、繊維のガラス転移温度を超える温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する、
ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する。そのような寸法安定性不織布繊維ウェ
ブは、特定の代表的な実施形態では、スパンボンド、メルトブローン又はＢＭＦプロセス
を使用して製造され得る。
【手続補正１６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　２．抗収縮性添加剤
　「抗収縮性」添加剤という用語は、脂肪族ポリエステルの１０重量％未満の濃度で脂肪
族ポリエステルに添加されると不織布ウェブを形成し、ウェブが、無抑制（自由に動ける
）条件で、繊維のガラス転移温度を超えるが繊維の融点よりは低い温度まで加熱されたと
きに、１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する熱可塑性
高分子添加剤を指す。好ましい抗収縮性添加剤は、混合物が２３～２５℃に冷却されたと
きに脂肪族ポリエステル中に分散した相を形成する。好ましい抗収縮性添加剤はまた、示
差走査熱量測定法により測定されるような半結晶質熱可塑性ポリマーである。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　有用であり得る半結晶質ポリマーとしては、ポリエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、
ポリプロピレン、ポリオキシメチレン、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリ（メチルペンテ
ン）、ポリ（エチレン－クロロトリフルオロエチレン）、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ（
エチレンオキシド）（ＰＥＯ）、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレ
フタレート）、ポリカプロラクトン（ＰＣＬ）などの半結晶質脂肪族ポリエステル、ナイ
ロン６及びナイロン６６などの脂肪族ポリアミド並びにサーモトロピック液晶ポリマーが
挙げられる。特に好ましい半結晶質ポリマーとしては、ポリプロピレン、ナイロン６、ナ
イロン６６、ポリカプロラクトン及びポリエチレンオキシドが挙げられる。抗収縮性添加
剤は、ＰＬＡ不織布の収縮を劇的に低減することが示されている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　これらの添加剤の分子量は、収縮低減を促進できる能力に影響し得る。好ましくは、分
子量は約１０，０００ダルトン超、好ましくは２０，０００ダルトン超、より好ましくは
４０，０００ダルトン超、最も好ましくは５０，０００ダルトン超である。熱可塑性抗収
縮性ポリマーの誘導体もまた好適であり得る。好ましい誘導体は、ある程度の結晶化度を
保持する傾向を有する。例えば、ＰＣＬ及びＰＥＯなどの反応性末端基を有するポリマー
は、反応して、例えば、ポリエステル又はポリウレタンを形成することができ、これによ
り、平均分子量を増加することができる。例えば、分子量が５０，０００であるＰＥＯは
、４，４’ジフェニルメタンジイソシアネートと１：２のイソシアネート／アルコール比
で反応して、ＯＨ官能末端基を有する名目分子量１００，０００のＰＥＯを形成すること
ができる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
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　理論に束縛されるものではないが、抗収縮性添加剤はフィラメントのコア全体にわたっ
て無作為に分布した分散を形成すると考えられる。分散寸法がフィラメント全体にわたっ
て様々であり得ることが認識されている。例えば、分散相粒子の寸法は繊維の外面ではよ
り小さくてもよく、ここで、剪断速度は、押出中はより高く、繊維のコア付近ではより低
い。抗収縮性添加剤は、ポリエステル連続相内に分散を形成することにより、収縮を防止
又は低減し得る。分散した抗収縮性添加剤は、球、楕円、桿状体、円柱及び多くの他の形
状などの様々な分離形状を取り得る。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　非常に好ましい抗収縮性添加剤は、ポリプロピレンである。本開示の実施形態実用化に
おいて有用なポリプロピレン（ホモ）ポリマー及びコポリマーは、ポリプロピレンホモポ
リマー、ポリプロピレンコポリマー、及びこれらの配合物（総じてポリプロピレン（コ）
ポリマー）から選択され得る。ホモポリマーは、アタクチックポリプロピレン、アイソタ
クチックポリプロピレン、シンジオタクチックポリプロピレン、及びこれらの配合物であ
り得る。コポリマーは、ランダムコポリマー、ブロックコポリマー、及びこれらの配合物
であり得る。特に、本明細書に記載のポリマー配合物としては、インパクト（コ）ポリマ
ー、エラストマー及びプラストマーが挙げられ、これらの任意のものがポリプロピレンと
の物理的な配合物又はその場での配合物であり得る。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　３．任意の添加剤
　また繊維は、顔料や染料などの特定の添加剤が配合された材料を含む、材料の配合物か
ら形成されてもよい。前述の繊維形成用材料に加えて、様々な添加剤を繊維溶融物に添加
し、押し出して、添加剤を繊維に組み込んでもよい。典型的には、抗収縮性添加剤以外の
添加剤の量は、脂肪族ポリエステルの総重量に基づいて約２５重量％以下、望ましくは１
０重量%以下、より望ましくは５．０重量％以下である。好適な添加剤は、微粒子、充填
剤、安定剤、可塑剤、粘着付与剤、流動性調整剤、硬化速度遅延剤、接着促進剤（シラン
、チタン酸塩など）、補助剤、衝撃改質剤、発泡性微小球、熱伝導性粒子、電気伝導性粒
子、シリカ、ガラス、粘土、タルク、顔料、着色剤、ガラスビーズ又はバブル、酸化防止
剤、蛍光増白剤、抗微生物剤、界面活性剤、湿潤剤、難燃剤、並びに撥水剤（炭化水素ワ
ックス、シリコーン、及びフッ素性化学物質など）を含むが、これらに限定されない。し
かしながら、一部の充填剤（すなわち、例えば、費用低減のために、又は、あるいは、密
度、色、付与質感、有効分解速度及びこれらに類するものなどの他の特性を付与するため
に、一般に添加されて重量、寸法を増補するか、あるいは、樹脂内の空間を埋める、不溶
性有機又は無機材料）は、繊維特性に対して悪影響を及ぼす可能性がある。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　充填剤は、使用される場合には、微粒子非熱可塑性又は熱可塑性材料であることができ
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る。充填剤はまた、デンプン、リグニン、及びセルロース系ポリマー、天然ゴム、及びこ
れらに類するものなどの、多くの場合、低費用に起因して選択される非脂肪族ポリエステ
ルポリマーであってもよい。これらの充填ポリマーは、ほとんど又は全く結晶化度を有さ
ない傾向がある。充填剤、可塑剤及び他の添加剤は、脂肪族ポリエステルの３重量％超、
より確実に５重量％超の濃度で使用されると、不織布ウェブの引張強度などの物理的特性
に有意な負の影響を有し得る。脂肪族ポリエステル樹脂の１０重量％を超えると、これら
の任意添加剤は、物理的特性に劇的に負の影響を有し得る。したがって、抗収縮性添加剤
以外の任意添加剤全体は、好ましくは最終不織布物品の脂肪族ポリエステルの重量に基づ
いて、１０重量％以下、好ましくは５重量％以下、最も好ましくは３重量％以下で存在す
る。本化合物は、不織布を製造するのに使用されるマスターバッチ濃縮物においてはるか
に高い濃度で存在し得る。例えば、４５ｇ／メートル２の坪量を有する本発明の不織布ス
パンボンドウェブは、好ましくは少なくとも３０Ｎ／ｍｍ幅、好ましくは少なくとも４０
Ｎ／ｍｍ幅の引張強度を有する。実施例で特定されるように機械的試験において試験され
ると、より好ましくは少なくとも５０Ｎ／ｍｍ幅、最も好ましくは少なくとも６０Ｎ／ｍ
ｍ幅である。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　ｉｖ）粘度調整剤
　一部の代表的な実施形態では、熱可塑性脂肪族ポリエステルポリマー（例えばポリ乳酸
、ポリヒドロキシブチレート及び同様物）を、抗収縮性添加剤の０重量％超で、１０重量
％以下と、アルキル、アルケニル、アラルキル、又はアルカリルカルボキシレート及びカ
ルボン酸又はこれらの組み合わせからなる群から選択される１つ以上の粘度調整剤と、を
含む微細繊維が、繊維形成プロセスを使用して形成される。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　他の追加の成分には、酸化防止剤、着色剤、例えば染料及び／又は顔料、帯電防止剤、
蛍光増白剤、悪臭抑制剤、香料及び芳香剤、創傷治癒若しくは他の皮膚活性を促進するた
めの活性成分、これらの組み合わせ等が挙げられる。前述のように、これらの充填剤及び
化合物は、ウェブの物理的特性に悪影響を及ぼす可能性がある。したがって、抗収縮性添
加剤以外の任意の微粒子相を含む任意添加剤全体は、好ましくは１０重量％以下、好まし
くは５重量％以下、最も好ましくは３重量％以下で存在する。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４４】
　代表的な実施形態
　実施形態１は、
　１つ以上の熱可塑性脂肪族ポリエステルと、
　ウェブの重量の０重量％を超で、１０重量％以下の量の熱可塑性抗収縮性添加剤と、を
含む、複数の連続繊維を含むウェブであって、
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　この繊維は、分子配向を呈し、ウェブ全体で実質的にエンドレスに延在し、
　更に、ウェブは、ウェブが、無抑制条件で繊維のガラス転移温度を超えるが融解温度よ
りも低い温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも
１つの寸法を有する、ウェブである。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４５】
　実施形態２は、
　脂肪族ポリエステルから選択される１つ以上の熱可塑性ポリエステルと、
　ウェブの重量の０重量％を超で、１０重量％以下の量の熱可塑性抗収縮性添加剤と、を
含む複数の連続繊維を含むウェブであって、
　この繊維は分子配向を呈さず、
　更に、ウェブは、ウェブが、無抑制条件で繊維のガラス転移温度を超えるが融解温度よ
りも低い温度まで加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも
１つの寸法を有する、ウェブである。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４７】
　実施形態４は、抗収縮性添加剤が、脂肪族ポリエステル樹脂において分散した相を形成
する１つ以上の半結晶質熱可塑性ポリマーからなる群から選択される、実施形態１～３の
いずれか一項に記載のウェブである。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４８】
　実施形態５は、抗収縮性添加剤が、２５０ｎｍ未満の平均直径を有する分離粒子の分散
した相を形成する、実施形態１～４のいずれか一項に記載のウェブである。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５５】
　実施形態１２は、抗収縮性添加剤が、熱可塑性ポリエステルと固溶性ではない１つ以上
の半結晶質ポリマーである、実施形態１～１１のいずれか一項に記載のウェブである。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５６】
　実施形態１３は、抗収縮性添加剤が、ポリエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、ポリプ
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ロピレン、ポリオキシメチレン、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリ（メチルペンテン）、
ポリ（エチレン－クロロトリフルオロエチレン）、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ（エチレ
ンオキシド）、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレフタレート）、ポ
リカプロラクトンなどの半結晶質脂肪族ポリエステル、ナイロン６及びナイロン６６など
の脂肪族ポリアミド並びにサーモトロピック液晶ポリマーからなる群から選択される熱可
塑性半結晶質ポリマーである、実施形態１～１２のいずれか一項に記載のウェブである。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６８】
　実施形態２５は、繊維が、抗収縮性添加剤以外の添加剤を１０重量％未満含む、実施形
態１～２４に記載のウェブである。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７０】
　実施形態２７は、ウェブが、熱可塑性脂肪族ポリエステルを含む溶融混合物から形成さ
れる不織布ウェブであり、抗収縮性添加剤がポリプロピレン又はナイロンである、実施形
態１～２６のいずれか一項に記載のウェブである。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７９】
　実施形態３６は、
　脂肪族ポリエステル及び芳香族ポリエステルから選択される１つ以上の熱可塑性ポリエ
ステルと、混合物の重量に対して０重量％超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加剤と
の混合物を形成する工程と、
　混合物から複数の繊維を同時に形成する工程と、
　繊維の少なくとも一部を回収してウェブを形成する工程と、を含み、この繊維は分子配
向を呈し、ウェブ全体で実質的にエンドレスに延在し、更に、ウェブが、繊維のガラス転
移温度を超える温度に加熱されたときに１２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なく
とも１つの寸法を有する、実施形態１～２８のいずれか一項に記載のウェブの製造方法で
ある。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８２】
　実施形態３９は、
　脂肪族ポリエステルから選択される１つ以上の熱可塑性ポリエステルと、混合物の重量
に対して０重量％を超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加剤との混合物を形成する工
程と、
　混合物から複数の繊維を同時に形成する工程と、
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　繊維の少なくとも一部を回収してウェブを形成する工程と、を含み、この繊維は分子配
向を呈さず、更に、ウェブが、繊維のガラス転移温度を超える温度に加熱されたときに１
２％以下で減少する、ウェブの平面内の少なくとも１つの寸法を有する、実施形態１～２
８のいずれか一項に記載のウェブの製造方法である。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２０】
　図１～４は、本明細書に記載のような分散ポリマー抗収縮性添加剤を示す。全ては、表
ＶＩのサンプルに基づく。全ては２０００倍であり、サンプルを埋め込み、次に組織切片
作製し、着色して、コントラストを増強し、透過電子顕微鏡（ＴＥＭ）により撮像するこ
とにより行った。図１は、ＰＬＡ単独である（表ＩＶにおける対照）；図２は、５重量％
のＴｏｔａｌ　３８６０　ＰＰを有するＰＬＡである；図３は、５重量％のＫｒａｔｏｎ
　Ｄ１１１７Ｐを有するＰＬＡの比較例である；並びに図４は、５重量％のナイロンＢ２
４を有するＰＬＡである。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の熱可塑性脂肪族ポリエステルと、
　ウェブの重量の０重量％超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加剤と、を含む、複数
の連続繊維を含むウェブであって、
　前記繊維は、分子配向を呈し、前記ウェブ全体で実質的にエンドレスに延在し、
　更に、前記ウェブは、前記ウェブが、無抑制条件で前記繊維のガラス転移温度を超える
が融解温度よりも低い温度に加熱されたときに１２％以下で減少する、前記ウェブの平面
内の少なくとも１つの寸法を有する、ウェブ。
【請求項２】
　１つ以上の熱可塑性脂肪族ポリエステルと、
　ウェブの重量の０重量％超で、１０重量％以下の量の抗収縮性添加剤と、を含む複数の
連続繊維を含むウェブであって、
　前記繊維は分子配向を呈さず、
　更に、前記ウェブは、前記ウェブが、無抑制条件で前記繊維のガラス転移温度を超える
が融解温度よりも低い温度に加熱されたときに１２％以下で減少する、前記ウェブの平面
内の少なくとも１つの寸法を有する、ウェブ。
【請求項３】
　前記抗収縮性添加剤が、ポリエチレン、直鎖低密度ポリエチレン、ポリプロピレン、ポ
リオキシメチレン、ポリ（フッ化ビニリデン）、ポリ（メチルペンテン）、ポリ（エチレ
ン－クロロトリフルオロエチレン）、ポリ（フッ化ビニル）、ポリ（エチレンオキシド）
、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレフタレート）などの半結晶質脂
肪族ポリエステル、ポリカプロラクトン、ナイロン６及びナイロン６６などの脂肪族ポリ
アミド、並びにサーモトロピック液晶ポリマーからなる群から選択される熱可塑性半結晶
質ポリマーである、請求項１または２に記載のウェブ。
【請求項４】
　前記繊維が、約１２μｍ以下のメジアン繊維径を呈する、請求項１～３のいずれか一項
に記載のウェブ。
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【請求項５】
　前記繊維が、少なくとも１μｍのメジアン繊維径を呈する、請求項１～４のいずれか一
項に記載のウェブ。
【請求項６】
　気体濾過物品、液体濾過物品、音吸収物品、断熱物品、表面洗浄物品、細胞成長支持物
品、薬物送達物品、個人用衛生物品、歯科衛生物品、接着剤コーティングされたテープ及
び創傷包帯物品からなる群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載のウェブ
を含む物品。
【請求項７】
　外科用又は医療用ドレープ、外科用又は医療用ガウン、殺菌ラップ、創傷接触材料から
選ばれる、請求項１～５のいずれか一項に記載のウェブを含む物品。
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